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新聞社説における結束性の日中対照研究

ー反復表現を中心に一

単文婢］ •松村瑞子

1. はじめに
テクスト性を支える構造的な要因として、「結束性(cohe_sion)」、「卓立性(prominence)」、

及び「全体的構造(macrostructure)」が考えられる。そのうち、文の集まりがテクストを

成している際、何らかの形で提示される情報の連続性を示す仕組みを「結束性」という

（池上1983:11)。結束性に関する先駆的な研究はHalliday& Hasan (1976)であり、彼ら

は結束性が文法的単位を超えた意味的まとまりの概念であることと、その概念を言語的

に表出する手段として、 (a)指示、 (b)省略、 (c)代用、 (d)接続等の文法的手段及び(e)

語彙的手段があることを提案している。

本稿は、そのうちの「語彙的結束性」に着目し、日中両言語の新聞社説においてその

共通点と相違点を探ることを目的とする。なお、「語彙的結束性」 (Halliday& Hasan 1976、

池上 1983、小野 1997、塩澤 1994、高崎 2005など）という言い方以外に、繰り返し語

句（市川 1978、牧野 1980など）、反復語旬（相原 1985、馬場2006など）という用語も

見られるが、本稿では、日本語の文章・談話論における用語「反復表現」（寺村ほか 1990)

を用いる。「反復表現」の現れ方を形態と機能の観点から調査し、 13中両言語の新聞社

説にける反復表現の使用実態を明らかにする。

2. 先行研究

2.1 日本語の反復表現に関する研究

2.1.1結束性の観点から見た語彙的結束性

Halliday & Hasan (1976)は「語彙的結束性」の原理について、語彙的意味の連続性によ

って結束的効果が達成されると述べ、語彙的結束性のタイプを(1)再叙(reiteration)と(2)

コロケーション(collocation)に大別し、(1)の再叙の下位分類として(a)同一語（繰り返し）、

(b)同義語（または近似同義語）、（c)上位語、 (d)一般語に分類している。池上 (1983)は、

結束性を作り出す語彙的手段として、大きく「同一語句の反復」と「関連語句の反復」の

2種類に分類している。「同ー語句の反復」の最も典型的な例は、固有名詞（あるいは、

それに準じる性質の名詞）の反復であり、「関連語句の反復」は「類似性」と「近接性」

に基づく関連語句の反復であると述べている。小野 (1997)は、語葉的結束性を「同一指

示」、「同一分類」、「同一外延Jに分類し2、三範疇のうちで同一分類（繰り返し）が最も

多く見られたと結論付けている。塩澤 (1994,2000, 2004)は、語彙的結束性はテクストの

1九州大学大学院地球社会統合科学府博士後期課程

2ハリデー／ハッサン(1991:122-137)では｀語と語の関係について文法的結束性の仕組みと語彙的結束性
の仕組みを考え、「同一指示」「同一分類」「同一外延」の三種の方法を挙げている。「同一指示」：小さ
なくるみの木⇔それ、「同一分類」：チェロを弾く⇔する、「同一外延」：金⇔銀、木⇔枝⇔芽。 Cruse
(1986:84-109)では、現実世界における二つの物の関係を、同一、包含、接種、異種の四とおりの可能性
があると指摘した上で、 (A)上位下位関係、 (B)部分関係、 (C)パラ関係、 (D)疑似関係、 (E)その他
を分類している。小野(1997)はそれらを参考に「同一指示」「同一分類」「同一分類」を大別し、「同一
分類」の下位分類として「繰り返し、疑似関係、パラ関係、例、箇条書き、定義」がある。また「同一
外延」の下位分類に、「上位一下位関係、全体一部分関係、対立関係、対義関係、その他」がある。
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一般的構造を探るために用いる中心的な概念の一つであると指摘し、社説、解説文、コラ

ムを資料に、語句の反復を同ー語句の反復をはじめ、類義関係、上位概念と下位概念の関

係、意味の接近性、対義的関係にある語句に分類し、文章の話題のまとまりと展開にどの

ように関与するのか、また文章構造を解明する上でどのような手がかりを与えるのかを分

析した。高崎 (2005,2007)は、随筆を材料に、テクスト本文以前の指標及び開始第 1文を

対象として、語彙的結束性の観点から同ー語句の繰り返しの様相を分析した。

2.1.2文章論の観点から見た繰り返し語句・反復語旬

永野 (1986)は、「連接関係を示す諸形式」として「接続語」「指示語」などと共に、「同

語反復・言い換えなど」を挙げて、「主要語句の連鎖」を系列として関係付けている。市

川 (1978)は、前後の文脈を関係付けている同ー語句、同義・類義の語句を一括して、繰

り返し語句3と呼び、「反復拡充型」「変換型」「混合型」といった形式的分類と、「受け継

ぎ」「重出」「照応」といった質的な分類があると指摘している。相原 (1985)は、文章表

現の中に同じ語句や文が反復4して使用されることのある現象に着目して、それらを形態

と機能5の両面から分類し、合わせて文章表現における効果について考察を行った。馬場

(1986, 2006)は、反復語句の重要度の違いを文章の主題との関連で捉え、く反復距離＞＜

区間頻度＞＜全体頻度＞という 3種類の尺度を用いて、形式的に認定する方法を具体的な

文章例を示しながら提示し、さらに、「反復語句」と近似する文章分析の一蜆点である「主

要語句の連鎖」との関連を考察した。

また、語句の繰り返しの最新の研究に鯨井 (2014)がある。鯨井は同ー語句の繰り返

しに注目し、その現れ方を形式（「名詞単独」「修飾部を含む」「名詞の一部」）及び、用

例数から調査し、同ー語句の繰り返しの使用実態の一端を明らかにした。

2.2 中国語の反復表現に関する研究

中国語における語彙的結束t生の研究には黄 (1988)、胡 (1994)、鄭 (2009)があるが、黄
(1988)と胡 (1994)はHalliday& Hasan (1976)の分類を中国語に翻訳したもので、詳細な分

析は見られなかった。鄭 (2009)は、永野氏の主要語句連鎖という理論の中国語への応用

可能性という視点から、中国語の実情に鑑みて実際の文章を用いて検証し、中国語におけ

る文章構造を主要語句の連鎖という銀点から解明することを試みたものである。中国語文

章論にもこの新理論の導入が可能であることが明らかになった。

また対照研究として西光(1990)が挙げられる。西光は日本文学作品の英訳を資料に、繰

り返しの分析を通して、日英対照談話楕造の分析を行った。日本語の原文には繰り返しが

多く見られるが、英米人の英訳には省略が多く、簡潔であると指摘している。

中国語における語彙的結束性の研究のほとんどはHaliiday& Hasan (1976)の分類を中

国語に翻訳したもので、詳細な分析は見られなかった。また日中両言語における語彙的

結束性の対照研究は管見の限りまだないようである。そこで本稿は、主に日本語の先行

研究を参照して、中国語の語彙的結束性を分析し、日中両言語における語彙的結束性の

対照分析を試みる。

3 だたし、市川は以下の(1)(2)を補足している。（I)付属語・補助用言・形式名詞・接続詞・感動詞は、「繰
り返し語句」に含めない。 (2)指示語については、文脈中のことがらを指示することなしに繰り返し
に用いられるもの（私・彼、など）だけを「繰り返し語句」に含める（市川 1978:80)。
4相原 (1985)では「反復」を「反覆」と記している。
5形態： 1語句の反復、2文の反復、3語種を変えての反復、4文型の反復、5有標の反復と無標の反復。
機能：6表と裏の反復、7対偶の反復、8拡充の反復、9漸層の反復、10連接の反復、11要約の反復、12比喩
による反復。
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3.分析資料及び方法

3.1分析資料

本稿では、新聞社説を分析資料として用いる。その理由は以下の通りである。論説文

の代表とされる社説は、 1文章の長さがほぼ一定しており、テーマに極端な偏りがない。

また社説の執筆者には複数の論説委員が関わっているため、個人差による偏りも避けら

れる。日本語の『朝日新聞』と中国語の『新京報』における 2015 年 4 月 •5 月分の社
説を無作為に 5篇ずつ抽出し、分析を行った。その内訳は表 1に示す通りである。

表 1分析資料6の内訳

社説の見出し
①原爆ドーム 100年に考える役割(2015/04/05-2)(28文： 1000字）

②検定発表 教科書はだれのものか(2015/04/07-2)(35文： 952字）

朝日新聞 ③パイロット不足 安全第一を徹底せよ(2015/04/08-1)(22文： 970字）
④湿暖化対策 地球益に背を向けるな(2015/04/12-1)(27文： 974字）

⑤ JR山手線安全をーから見直せ(2015/04/16-1)(26文： 951字）

①避京大焚牟迭介‘'饉凶叶亥治治了(2015/04/02)(22文： 1188字）

北京行きの大型トラックこの「PM2.5犯人」は退治すべき

②虐童案警示：庖対牧弄人倣心理評佑(2015/04/05)(23文： 1092字）

児童虐待事件の警告：引取り人の心理評価をすべきだ

新京報
③“不合理低付’'是旅滸此乱象根源(2015/05/03)(27文： 1051字）

「不合理な低価格」は観光業の乱れの根源だ
④提阿速降阿費，高校可以例外？（2015/05/17) (26文： 933字）

インターネットのスピード上げ・料金下げについて、大学は例外にできる？
⑤城市里力何忌有嘆人的深井(2015/05/23)(21文： 1122字）

都市になぜいつも人間を飲む深い井戸があるのか

'3.2分析方法

分析方法として、反復表現の①形態と②機能から分析していく。①形態面では、

Halliday & Hasan {1976)と池上(1983)を参考に、反復表現を大きく(i)「同一語句の反復」

と(ii)「関連語句の反復」に大別し、さらに「関連語句の反復」の下位区分として、 a.同

義語、 b.上位語、 c.一般語、 d．共起語勺こ分類する。なお、 (I)「同ー語句の反復」と(2)

「関連語句の反復」については、以下のように定義する。

(I)「同ー語句の反復」：同じ語句が繰り返されている表現である。

(2)「関連語句の反復」：元の語句と関連のある語句が繰り返されている表現である。

②機能面では、まずテキスト型データの計量的な内容分析用フリーソフト K.H-Coder8

を用いて、高頻度の同ー語句を抽出する。次に、抽出した語句の社説全体との関連性を

6本稿の分析資料において数字は日付を表し、 (2015/04/05-2)は2015年4月5日、 2篇目の社説を意味す
る。また、中国語の『新京報』における例文の日本語訳は全て拙訳である。翻訳する際にできるだけ
直訳するように心がけた。また、中国語が分かる複数名の日本語母語話者にチェックしてもらった。
7 Halliday & Hasan (1976)によると、コロケーションは（共起語）は、規則的に共起する語彙項目が結
び付くことによって形成される結束性であるという。例えば、順序付けのある同じ連続から得られ
るベアをなす語、順序付けのない語彙の集合、全体と部分として関係している場合、部分と部分と
して関係している場合など。 • 
8樋口 (2014)で開発したテキスト型データの計量的な内容分析もしくはテキストマイニングのためのフ
リーソフトウェアである。
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見る。具体的には、それらが「見出し」、「冒頭文」、「末尾文」のいずれに出現している

かを調査する。反復表現は、文章・談話の中で二回以上繰り返される表現とされるのが

一般的である・（馬場2006、中村ほか2011など）が、本稿は高崎 (1986)を参照して、社

説全体で三回以上出現したものを分析対象とする。高崎によれば、「三」という数は、

あくまでも便宜的なものであるが、例えば二回だと、文脈の主たる流れにあまり関係の

ないものも含めて数多く集まりすぎてしまい、かえって文脈がつかみづらくなってしま

うということである。また、文章の中心概念やキーワードは名詞句が最も多いため（鯨

井 20149)：本稿も名詞句に絞って、調べていく。

まとめると、社説の本文のうち、 3回以上出現した同一名詞句を観察してみる。それ

から、実際の文章例を取り上げ、関連語句の反復も合わせて社説全体との関連性を分析

する。

4.分析
4.1形態の観点：同ー語句の反復と関連語句の反復

4.1.1日本語の新聞社説における同ー語句の反復と関連語句の反復

(i)同ー語句の反復

(1)爆風に耐えた廃虚は戦後、伽爆ドー吋と呼ばれるようになる。 96年には「Hiroshima

Peace Memorial (Genbaku Donie)」の名で世界遺産に登録された。 1万数千発の核兵

器がある現代、賑爆ドー吋が発するメッセージは重い。 (2015/04/05-2)

(ii)関連語句の反復

a.同義語

(2)教科書編集の指針を見直し、領土問題について1日本政府の考え対を書くよう求めた。

検定基準も、慰安婦や戦後補償なと極亙亘亘伽壌ある事柄はそれに基づいて記すよう

改めた。 (2015/04/07-2)

b.上位語

(3)それでも、日本が核廃絶を世界に訴えるうえで、椰爆ドー判を核時代の「証人」と

して発信し続ける責任は大きい。（中略）見ただけで惨状がわかる匝祠の存在は貴

重だ。 (2015/04/05-2)

C.一般語

(4)匝桓亜重機の手配に時間がかかるとしても、とりあえず見張り要員を配置する手

も考えられたはずだ。山手線はラッシュ時に 2分間隔で電車が来る超過密路線だ。

• それを支えるのは、最新鋭の自動列車制御装置(ATC)といった安全システムと、設
備を保守する区画の手作業である。 (2015/04/16-1)

d.共起語

(5)ところが、そんな区勢の一つである桜美林大．（東京）で手続きの不備が見つかり、

同大学が指定を返上する事態となった。資格を取った匠国の技量を国が確かめたと

ころ問題はなかったというが、見過ごすわけにはいかない。 (2015/04/08-1)

(1)は「同ー語句の反復」の例であり、「原爆ドーム」という同じ語句が後文に反復され

ている。 (2)"'(5)は「関連語句の反復」の例である。 (2)前文では「日本政府の考え方」が

用いられているのに対し、後文では「政府見解」といった同義語が用いられている。 (3)

，鯨井 (2014)では実質的意味を持つ語句のくり返しを調査した結果、名詞句は82.83％の割合で、動詞・
形容詞・形容動詞は 17.17％の割合という結果を示している。
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は「遺構」という「原爆ドーム」の上位語が用いられ、 (4)は「人間」という「作業員」

の一般語が見られた。また、 (5)は「大学」と「学生」という共起語が見られた。「大学」

という枠が設定されてから、それに関連する「学生」のことが後文に述べられている。こ

のように、同一語句の反復も関連語句の反復も、前文と後文のつながりを保っている。

4.1.2中国語の新聞社説における同ー語句の反復と関連語句の反復

(i)同ー語句の反復

(6)研究表明，匝藝亘、エ並生戸、燃煤、拓生等是当前我国大部分城市坪境空気中顆粒

物的主要汚染来源，約占 85%―90%。其中北京、杭州、「州、深訓的首要汚染来源
是匝匝団。（2015/04/02)

(6'）研究によると、匝亘面、工場生産、石炭、塵やほこりなどは、当面わが国の大部

分の都市における大気中の微粒子状物質の主な汚染源となっており、約 85%.......,90%

を占める。その中で北京、杭州、広州、深訓の主な汚染源は匝蚤国である。

(ii)関連語句の反復

a.同義語

(7)匝國与牧非人的地位是戸重不対等的，而人性又是笈朱的，如果被牧葬核童的幸福只

寄托手牧葬人的道徳自覚，那元昇子拿核子的命返冒険。因此，我イi]庖当借蓋国外経

論対牧葬法律与政策遊行細化，建立起対牧葬人的心理坪｛古以及事后眼踪机制。迭

オ是対匝団灸喪的志度，也才能最大程度避免虐童悲剃重演。 (2015/04/05)

(7'）匪国と縁組人の地位はひどく不平等であり、人間性も複雑である。養子になった

児童の幸せは縁組人の道徳意識の乃に託したら、その子供の運命は冒険に等しい。

そのため、海外の経験を参考に、関連法律と政策を細分化し、縁組者の心理評価及

び、事後追跡メカニズムを確立しなければならない。これこそ、巨匝に責任を持

つ態度であり、また繰り返される児童虐待の悲劇を最大限に避けることができよう。

b.上位語

(8)昨日，一組厘亘受虐的圏片在阿上凩佳。（中略）在那組圏片上，匝弓洋身齢青， 1缶
痕遍布，筒直惨不忍賭。 (2015/04/05)

(8'）昨日、匝竺団が虐待された写真がインターネット上で噂になった。（中略）その写

真の中、巨國は全身あざと傷跡に覆われ、悲惨で見ていられない。

C.一般語

(9)前日，西安市長安区ー名 2歩厘蚕l不慎蛤入 60米深井，由子井口絞小，元法下井，
（中略）救援人員在井的労辺己新鈷一介深約 35米的竪井，今晨 8吋許，逹接両井之

岡汗控的井下横向通道已経控通，然后破折井壁救囚，最終，防経 18介小吋，男童

成功被救出。 (2015/05/23)

(9'）一昨日、西安市長安区で2歳の匡竺司はうっかり 60メートルの深い井戸に落ちた。

井戸の口径が小さいため、入ることができず、（中略）救援者はその井戸の隣に新た

に35メートルの井戸を掘り、今朝 8時ごろ、両井戸間の通路を作ることができ、壁

を外して囚を救い、ようやく 18時間後、男の子の救出に成功した。

d.共起語

(10)阿速慢、牧費喪，迭祥的抱怨在居國尤力明品。 （中略）一直以来，区蔓国在校囮、

宿舎上阿，不仮要付出1艮高的上阿典用，且有渚多限制。
(10'）インターネットの通信スピードは遅いが、ネット代は高い。このような苦情は因

邑で特に著しい。（中略）今まで、区璽国はキャンパスや寮でインターネットを利
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用する際、高い費用を払うだけではなく、多くの制限もある。

(6)は「同一語句の反復」の例であり、「机劫牟」（自動車）という同じ語句が後文に

繰り返されている。 (7)~(10)は「関連語句の反復」の例である。 (7)前文では「核童」（児

童）が用いられているのに対し、後文に「核子」（子供）といった同義語が用いられて

いる。 (8)は「核子」（子供）という「男童」（男の子）の上位語が用いられ、 (9)は「人」

（人）という「男童」 （男の子）の一般語が用いられている。また、 (10)は「高校」． （大

学）と「大学生」 （大学生）という共起語が見られた。このように中国語の社説におい

ても、同ー語句の反復と関連語句の反復によって、前文と後文の結束性を保っている。

4.2' 機能の観点：同一語句•関連語句の反復と社説全体との関連性

前節では、形態の観点から日本語と中国語の社説における同ー語句•関連語句の反復

を観察した。本節では、機能の観点から、同ー語句•関連語句の反復と社説全体との関

連性を探ってみる。まず、日本語の『朝日新聞』と中国語の『新京報』における 2015

年 4月・ 5月分の社説を無作為に 20篇ずつ選択し、 KH-Coderを用いて抽出した 3回以

上反復された同一語句の「見出し」、「冒頭文」、「末尾文」との関連性を調査する。

4.2.1 日本語の新聞社説における同ー語句•関連語句の反復と社説全体との関連性

以下の例(11)(12)(13)を見てみよう（表2)。

表 2

見出し 名詞句 頻度 見出し 冒頭文 末尾文

原爆 10 

゜ ゜ ゜(11) ドーム ， 
゜ ゜ ゜原爆ドーム 100 広島 5 

゜年に考える役割 核 4 
(2015/04/05-2) 世界遺産登録 3 

遣構 3 

時代 3 

教科書 11 

゜ ゜検定 6 

゜(12) 
教育 5 

゜検定発表 教科
政府 5 書はだれのもの

力ヽ(2015/04/07-2) 国 4 

゜見解 3 

子ども 3 

領土 3 

操縦士 10 

゜(13) 不足 4 

゜ ゜パイロット不足 健康管理 3 

安全第一を徹底 航空会社 3 

゜せよ(2015/04/08-1) 国 3 

事故 3 

゜大学 3 

例(11)高頻度の同ー語句「原爆 10」「ドーム 9」「広島 5」から、この社説は広島の原爆
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ドームに関する内容と分かる：また「核4」「世界遺産登録3」「遺構3」「時代3」の語句

から、原爆ドームの歴史や核問題、世界遺産登録などに関する部分話題を端的に予測する

ことができる。 (12)高頻度の同ー語句「教科書 11」「検定6」「教育5」「政府 5」から、こ
の社説では教科書検定の問題が話題に取り上げ、「国」や「政府」から領土問題に対する

見解も議論することが予想される。 (13)は「操縦士 10J 「不足・4」から、操縦士・パイロ

ット不足という全体的内容を把握することができる。また、「健康管理」「航空会社」「国」

「大学」「事故」などの語句から、パイロット不足に対して、健康管理の強化、．国や航空

会社の対策などの部分内容がおおよそ予測される。表2から分かるように、よく反復され

る同ー語句は、社説の話題や中心的内容を反映している。見出し、＇冒頭文、末尾文のいず

れかに含まれている場合が多く、社説が何について書かれているのかを端的に把握するこ

とができる。しかし、同ー語句の反復のみでは、社説内容の展開と流れを把握することが

難しく関連語句の反復も合わせてみていく必要がある。ここでは、前述のデータのうちの

1文章例を取り上げ、同ー語句及び関連語句の反復と社説全体との関連性を見てみる。

文章例 l：ヤゞイロット圧足安全第一を徹底せよ (2015/04/084、970文宇）

1格安航空会社(LCC)の定着・拡大で航空機の乗客が増えるにつれて、国際的な匝厘国

盃品が大きな問題になっている

2日本でも、 40歳代に偏る匝亘国が 15...,20年後に一斉に定年退職する「2030年問題」

への懸念に加え、昨年には藤祇王胚足から LCCで欠航が相次ぐ事態となった。 3危機感し

を強めた国土交通省は、昨年夏の審議会提言を受けて、恕-jf]•を検討中だ。

4楓携策としては、外国人の積極活用、匝亘丑の年齢上限の引き上げ、使用可能な医薬

品の拡大、通常i雄邑國昇格まで7~8年という匝昼亘亘の期間の短縮などを掲げた。 5今月
下旬に年齢の上限を「65歳末満」から「68歳末満」とするなど、順に実施に踏み切って

いる。

6LCCを含む空のネットワークを充実させることは、国内の旅行客や訪日客を伸ばし、

経済活性化につなげるためにも欠かせない。

7 しかし、乗客の安全•安心を揺るがしてはならないことは論をまたない。 8 その最大
の責任者であり、緊急時に最後の頼みの綱ともなるのが匝屋国である6

9ドイツのLCCの墜落事故は、そんな当たり前のことを改めて考える機会となった。

IO原因を軽々に特定することは控えるべきだが、 1副操縦叶が病を抱えていたこと、操

縦室で 1人になった際に意図的に機体を降下させたことは、どうやら事実のようだ。 11

な叫面蘊誕可の乗務を事前に止められなかったのか。 12全世界の航空会社が突きつけら

れた問いである。

13わが国の審議会の報告書には、航空会社の健康管理部門への指導の強化や、匝吾國・

の疲労リスク管理システムの導入検討が盛り込まれた。 14ただ、これらは「健康管理を＇｀

強化しつつ、もっと働いてもらう」という狙いがある。 15 ドイツ機の事故を受け、まず

は健康管理に的を絞るべきではないか。

16藤祗丑杢足の史こ長拠殷位粒策の柱が、私立大学など民間養成機関の拡充だ。 17国

の指定を受け、技能審査まで行うことで国の試験を省略できる。 18産官学の協議会は奨

学金の創設など学生の集担~竪撼簑を急いでいる。
19ところが、そんな大学の一つである桜美林大（東京）で手続きの不備が見つかり、

同大学が指定を返上する事態となった。 20資格を取った学生の技量を国が確かめたとこ

ろ問題はなかったというが 見過ごすわけにはいかない。

2l認の穴埋めより、巨亘国の質の維持・向上である； 22吏臨が起きてからでは遅い
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1 ことを、国交省は肝に銘じてほしい。

※「パイロット・操縦士」関係→口、「不足」→王足、「対策」関係→立Q因簑、「事故」
関係→00事故

この社説の本文では、見出しの「パイロット」と同義語である「操縦士」が 10回反
復され、社説全体にわたって繰り返され、また上位語の「乗務員」、共起語の「副操縦

士」「機長」などの関連語句も見られる。「対策」関係にそれぞれ「対策、短期策、中・

長期的な対策、負担軽減策］があった。社説の展開・流れとしては、操縦士不足に対し

て、いくつかの対策が検討されていることが分かる。「事故」関係にはそれぞれ「ドイ

ツの LCCの墜落事故、 ドイツ機の事故、事故」が見られた。操縦±不足と言っても、

事故が起きないように安全面も呼びかけている、との書き手の意見が伺える。このよう

に、同ー語句や関連語句の反復によつて、社説の話題のまとまりと展開の様相を捉える

ことが可能である。なお、「文章例 1の反復図」は文末の資料を参照されたい。

4.2.2 中国語の新聞社説における同ー語句•関連語句の反復と社説全体との関連性

以下の例(14)(15)を見てみよう（表 3)。

表 3

見出し 名詞句 頻度 見出し 冒頭文 末尾文

北京（北京） l2 

゜ ゜机劫牟（自動車） ， 
汚染（汚染） 8 

゜栃准（標準） 6 
(14) 貨牟（貨物車） 6 

゜逃京大択牟迭介‘‘霞凶吋亥治治 城市（都市） 4 。
了(2015/04/02)（北京行きの

北京市（北京市） 4 
大型トラックという「スモ

大勺（大気） 3 。
ッグ犯人」を退治せよ）

工作（仕事） 3 。
来源（出所） 3 

治理（統治管理） 3 

研究（研究） 3 

半輛（車両） 3 

深井（深い井戸） 14 

゜ ゜城市（都市） ， 
゜ ゜男童（男児） 7 

゜管理（管理） 7 

゜(15) 核子（子供） 6 

城市里方何恙有嘔人的深井 私井（個人の井戸） 6 

(2015/05/23)（都市になぜい 船井（井戸に落ちる） 5 

つも人間を飲む深い井戸が 危険（危険） 4 

゜あるのか） 安全（安全） 4 

゜西安（西安） 4 

゜部i1（部門） 4.  

事件（事件） 3 

北京（北京） 3 

升友商（開発業者） 3 

例(14)の高頻度同ー語旬「北京 12」（北京）、「机功年 9」（自動車）、「汚染 8」（汚染）、

「焚牟6」（貨物車）、「大'=t3」（大気）などから、この社説の中心的話題は北京の大気汚
染問題であり、自動車や貨物車との関係から述べられていることが分かる。さらに、「来
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源3」'（出所）、「研究3」（研究）、「治理3」（統治管理・対策）の語句から、汚染源の研究

や対策などの部分的話題も考えられる。 (l5)は「深井 14」（深い井戸）、「城市 9」（都市）、

「男童7」（男の子）、「馳井 5」（井戸に陥る）などの語句から、男の子は都市の深い井戸

に墜落した事件の内容と予測される。さらに、「管理7」（管理）、「安全4」（安全）、「事件

3」（事件）などから、このような事件をなくし、安全のためにどうすればよいのかといっ

た内容も端的に予想することができる。

中国語の社説も、よく反復される語句は見出し、冒頭文、末尾文のいずれかに含まれて・

いる場合が多いという特徴が見られた。次に、日本語の社説と同様に、中国語の社説も 1

文章例を用いて、同一語句及び関連語句の反復と社説全体との関連性を見てみる。

文章例2：避属比裳圭迭介‘‘霞凶”咳治治了 (2015/04/02、1188文字）

（匪國行き大型貨物車この「PM2.5犯人」は退治すべき）

1在昨日挙行的全国杯境監測工作現楊会上，杯保部副部長呉暁青披露，我国己経完成

了匝困、夭津、石家庄等9介本竺迂速防治重点城市的源解析工作。 2研究表明，迅迪主、
工並生戸、燃煤、拓坐等是当前我国大部分城市杯境空勺中顆粒物的主要汚染来源，約占

85o/cr-90%。3其中匪國、杭州、「州、深ガll的首要痘座悉盤是迅迪主。
→ （昨日行われた全国の環境モニタリングでは、環境保護部10副部長の呉暁青は、わが

国は既に固困、天津、石家荘など主要都市9か所における本忽痘染の改善防止について

の分析が終了した、と公表した。研究によると、且動皇、工場生産、石炭、塵やほこりな

どは、当面わが国における大部分の都市の大気中の微粒子状物質の主な汚染源となってお

り、汚染全体の約 85%～90％を占める。その中て廿亘り、杭州、広州、深訓の主な痘染璽は

且動巫である。）

4 /A 2013年后劫的大勺汚染源解析工程，現在終子有了一介研究結果。 5JA迭一次被鎖',.
定的雰謹“元凶’'看，元袷是処辿主、燃煤，述是工並生戸、拓生，一点）し也不iJ:人意外。 6“元

凶’'鎖定，目栃明礁，接下来，就庖咳避行有針対性的模迭淫現。

→ (2013年から発足した大気汚染源解析工程は、ようやく研究結果が出た。今回定め

られたPM2.5の「元凶」から見ると、．且馳皇や石炭にしても、工場生産、塵やほこりに

しても、全く意外なものではなかった。 「元凶」を定め、目標を明確にし、次にそれに合

わせた笈簑を行うべきである。）

7以匝函佃言，源解析的研究結袷晟示，迅型主是城市的首要痘塾迷握。 8迭ー結袷印

証了此前一些寺家的悦法，也辻人感党到未来治理的繁雅所在。 9根据北京市公安交管局統

廿数据晟示，目前北京市汽牟保有量已迭到561万輛，迭祥一介鹿大的保有量規模不仮減不

下来，述在逐年攀升。 10如何在迅迪~求得一神
乎衡，井不容易。

→位（例えi咀国において、原因分析の研究の結論によると、且馳主は都市における主

な控染握である。この結論は以前の専門家たちの考えを裏付けており、将来における監督

管理の難しさを感じさせる。北京市公安交管局の統計データによると、現在北京市では自

動車の保有台数は既に561万台に達しており、このような巨大な保有量は減るどころか、

年々上昇している。旦動皇の保有台数増加の硬直性と車両使用の柔軟性の間で、｀どのよう

にして 1種のバランスを思い出すのかは、容易ではない。） 、

11除了民企出行的耕卒，影哨厘亘比竺屈量的，述有一介数量相当掠人的机劫牢群体，

那就是毎夭夜岡避城或近境的本裳~ 12据媒体振道，毎天夜岡大約有商三万柄重型資牟

遊入北京市区行映，北京市杯保局机劫牟排放管理処赴長李昆生介紹，一栖迭栃的国四重型

10日本の厚生労働省に当たる。

-37-



差辿主排放的氣氣化物，相当子約 90輛国四並主的排放，与不迭栃或更低排放杯准的重型

柴油牟相比絞，可能会迭到 100倍～200倍。 13也就是悦，夜伺西三万輛重型徒牟逃入国国，

相当子有几百万輛小汽牟在行映，而迭也是許多人感党北京夜岡汚染程度要高子白天的主要

原因。

→ （市民の自動車以外に、匝困の本忽竺質に影響を与えるのは、もう一つ大規模な旦

動車の集団がある。それは毎夜に北京に行く大型貨物車である。報道によると、毎夜約商、

三万台の大型貨物車が北京市内を走っており、北京市環境保護局の自動車排出管理部部長

の李昆生によると、一台の国4基準II大型ディーゼル車が排出する窒素酸化物は、 90台の

国4基準の乗用車に相当し、低排出基準の大型ディーゼル車と比較すると、それらの 100

倍～200倍に達している、と述べた。つまり、夜間二、三万台の大型貨物車が国西に入る

ことは、数百万台の乗用車が走っていることに相当することになる。これも多くの人が北

京の夜間の大気汚染レベルが昼間より高いと感じる主な原因となっている。）

14而在以往的追覗上，往往釆取さ虻'.::-‘這l竺＇等力法，現実地看，仮仮依禅迭祥的力法不
可能生妓。 15迭些遊京大捉牟大多来自周辺省伶，在属地管理鋏乏釈扱性、甚至是鼓励当

地衣民摘跨境迄諭的情況下，仮罪北京城外封堵，井不現安。 16更何況，恨多大捉牟承担

的魁北京市民障如“菜節子”等日常必需品的迄愉，一味堵在城外，恕公可能？

→ （しかし、以前の監督箕興ヱは、一逹試岨と文」一罰卑Jぷービ立蕊箋が取られがちだった
が、現実は、このような方法だけに頼るのは得策ではない。これらの北京に行く大型貨物

皇のほとんどは周辺の省から来たものであり、所属地での管理は積極性に欠け、更に現地

の農民がボーダー輸送を崩すことさえも奨励している。この場合において、北京郊外での

封鎖だけでは、現実的ではない。まして、大型貨物車叫北京市司の「菜簸子12」などの日

常必需品の輸送を引き受けており、もっばら北京城外に封鎖されるのは、あり得ないこと

である。）

17据披露，在APEC会波期伺，且國建立了外埠机功牟超栃排放信息“黒名羊”制度，

若能“常恣化'’，也可能会将一部分汚染戸重的牟柄拒之「1外。 18此外，匪亙匝l正在推劫与
周辺省市咲手搭建一介超栃年排放信息共享乎台，推劫升展昇地処罰。 19客呪地洸，迭些

措施都会有一定的妓果，但似乎均非治本之策。

→ （公表によると、 APEC会議の間に、麗國はよその都市から入った基準値を超えた自

動車の「プラックリスト」制度を設立し、この制度の「常態化」が可能であれば、深刻な

汚染をもたらす車両を排除する可能性があると述べている。また、国亘可は他省と共同

で、排出規制を超えた車の排出量の情報共有プラットフォームを設立し、地域での処罰を

推進する。客観的に言えば、これらの措置は一定の効果が得られるが、根本的な措置とは

言えない。）

20若要控制住大徒牟汚染，想主乙辻在子，其ー，戸格麻保前置宙査，机源失没置i1
禁，提高牟輛坪保栃准；其二，京津翼乃至半北地区有必要逐歩統一油品栃准，在今年全国

商会上，李克強恙理在政府工作扱告中也提道：“治理机劫牟尾気，提高油品栃准和原量，

在重点区域内重点城市全面供庖国五栃准牟用汽柴油。”

→ （大型貨物車の投裂を抑えるために、懇去毎邁策として次の 2点が考えられる。その

一つとして、環境保護の事前審査を厳格化して監督し、車両の環境基準をあげることであ

る。もう一つは、京津翼13及び、華北地区14で徐々に排出規制を統一することである。今

" 「国4」は、排出規制のことである。中国ではユーロ基準がベースとなっており、乗用車について全

国で「ユーロ 4」に相当する［国4」基準が実施されている。
12直訳すると、「料理かご」になるが、ここでは「日常必需品」の例えである。

13 それぞれ「北京」「天津」「河北省」の略称である。

14中国北部の呼称である。
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年の全国両会”で、李克強総理は政府活動報告の中でもこのことに言及した。 「自動車の

排気ガスを監督管理し、燃料品」質をあげ、主要区域内の主要都市において、全面的に国

五“標準車用ディーゼル燃料を供給する」）

21迭些挙措不仮渉及杯保監管、交通管理，也渉及卒企、油企生戸栃准的提高，甚至

述与か多汽牢改装「不元美咲，落突起来可能根雅，但元袷多唯都庖咳尽快去倣。 22不然，

所任毎夜数万介“移劫畑菌”遊出匝函，則匡亙佃折捧煤勺熱屯畑固等其他方面的努力，淮
免会被抵消。 9 

→（これらの動きは環境保護の監督や交通管理だけでなく、自動車や燃料生産基準の向

上、さらに多くの自動車改装工場にも関係している。実行は難しいかもしれないが、どん

なに難しくても早急に行動しなければならない。そうでないと、毎夜数万台の「移動煙突」

が出入りすることは、匪困での石炭）＇ガスや発電所などの煙突を取り除く努力を無駄に

することになるだろう。）

※「北京」（北京関係） →口、「大微牟」（大型貨物車） →太斑圭、「汚染」（汚染関係）

→QQ迂染、「机功牟」（自動車関係） →迅辿圭、「対策」（対策関係） →gg放態

この社説の本文では、見出しにも出ている「京」 （北京）は全体にわたって、 16回繰

り返され、また「北京」の共起語「北京市」 「北京市民」 「市内」などの関連語も見られ

た。本文の最初は、 PM2.5に関する研究結果を紹介し、 「大気汚染」系列の「大勺汚染」

• （大気汚染）、 「汚染来源」 （汚染源）、 「大勺展量」 （大気の質）、 「大貨牟汚染」 （大
型貨物車汚染）などの関連語が用いられ、大気問題は深刻になっていると述べられている。

その大気汚染源がいくつか考えられるが、 「机功牢」 （自動車）の排気ガスが最も深刻だ

ったようで、そこから自動車の話題に展開し、自動車の中の「大型貨物車」｀といった種類

が、見出しにも出ている「PM2.5犯人」ではないかと推測し、 「耕牟」 「柴油牟」など普

通の車や、乗用車、ディーゼル車と比較し、排出ガス量がはるかに多いことを示した。さ

らに、対策系列「源尖治理」 （汚染源に対応する策）、 「以往的治理」 （今までの方法）、

「根本的治理」 （根本的な方法・対策）などの関連語を用いて、さまざまな対策の検討及

び対策の実施を呼び掛ける書き手の主張が見られた。このように同一語句の反復のみでは

なく、関連語句の反復によって、話題の展開や内容の流れをつかむことが可能である。な

ぉ、 「文章例2の反復図」は文末の資料を参照されたい。

5.分析結果と考察
5.1 同ー語句•関連語句の形態観点における結果と考察

『朝日新聞』の社説における同一語句の反復について、まったく同じ形式を用いるも

の以外に、以下のような形式も見られた。元の言葉の短縮形を使う。例えば、「国土交

通省」→「国交省」、「格安航空会社 LCC」→「LCC」など。また、元の言葉の一部分

を使う。例えば、＿「地球温暖化」→「温暖化」、「省エネルギー」→「省エネ」、「JR山手
線」→「山手線」、「JR東日本」→「JR東」など。同ー語句の反復は文章の中心話題を

反映し、文と文のつながりに重要な役割を果たしているが、実際には社説の中ではそれ

ほど多く用いられていない。『朝日新聞』の社説において関連語句の反復、特に同義語

が多く見られた。例えば、「原爆ドーム 100年に考える役割」 (2015/04/05-:2)の社説で

は、 100年を迎えた広島原爆ドームの役割については4回も述べられた（表4)。文番号

”中国独特の政策決定制度である。
16 2016年から「ユーロ 5」レベルの排出規制（「国5)が京津翼＿（北京市、天津市、河北省）、長江デル
ク、珠江デルタなどの主要都市で全面的に実施されるという。
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10では「役割」、 15では「使命」、 18では「責任」、 28では「思索の原点」であり、そ

れぞれ類似した表現が用いられ、原爆ドームのさまざまな役割を考えさせる言葉のバリ

ェーションが見られた。

表 4

10"ごの遺構の殺割Iと、後世に引き継ぐ大切さを痛感する。
15痛ましい記憶を呼び覚ます廃虚が、時代の流れを経て新たな陰剣を帯びたといえよ

う。

18それでも、日本が核廃絶を世界に訴えるうえで、原爆ドームを核時代の「証人」と

して発信し続ける屑国は大きい。

28原爆ドームを、そういうi思索の原成にしていきたい。

また、 「検定発表 教科書はだれのものか」 (2015/04/07._2)の社説の中では、「政府の

考え方」という言葉が用いられ、後文ではそれぞれ「政府の見解」「政府の主張」など

の同義語の使用が見られた（表 5)。

表 5

4教科書編集の指針を見直し、領土問題について1日本政府の考え刻を書くよう求めた。

5検定基準も、慰安婦や戦後補償など冦厘亘歴がある事柄はそれに基づいて記すよう改め

た。

;：芦量雪；言;:：：:,；ば竺：ヽことてはない。

28検定でそれを書くよう強いれば、合格がかかるだけに教科書会社や執筆者は萎縮し、

、該府の主澗ばかり記すようになる。

その他、「拡大」「拡充」、「技能」「技量」、「強化する」「強める」などの同義語も数多く

見られた。一方、『新京報』の社説は、同ー語句の反復が非常に多かった。例えば、以下

の表6を見てみよう。表 6の左側は「虐童案警示：皮吋牧非人倣心理評イ古」 (2015/04/05)

（児童虐待事件の警告：引取り人の心理評価をすべきだ）の社説の中の系列である。虐待

された男の子とその子を受け取った縁組人についての内容であるが、「男童」（男の子）以

外に、「咳子」＇（子供）が数多く出ており、「縁組人」系列も「牧非人」（縁組人）が何回も

繰り返されている。しかも、同じ文の中でも数回反復されている。

表 6の右側は「提阿速降阿喪，高校可以例外？」（2015/05/17)（インターネットのスピ

ード上げ・料金下げについて、大学は例外にできる？）という社説である。大学生のキャ

ンパスや寮でインターネットを利用する際の内容であるが、「学生」系列、「インターネッ

トの利用」系列に、それぞれ「学生」（学生）、「上阿」（インターネットの利用）が何回も

反復され、特に「学生」が非常に多く見られ、同じ文の中でも 3回用いられた場合もあっ

た。このように、中菌語の社説では同じ語句の使用が頻繁に行われていた。

l7文番号を表す。
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表6

虐童案警示，威対牧葬人倣心理評佑(2015/-04/OS) 提阿速降阿敷，高校可以例外？（201S/0S/17)

見出し
児童虐待事件の警告：引取り人の心理評価をすべきだ

見出し インターネットのスピードJ:げ・料金下げについて、
大学は例外にできる？

文 「男の子」系列 f縁組人」系列 文 「学生」系列 rィンタネットの利用」系列
I 男童 I 

2 男童，男童 牧弄 2 

3 男童 3 

4 4 

5 核子 5 消黄者，消費者．大学生 上阿幸福指数

6 男童 6 
＇ 大学生 上阿

7 核子，核子 7 学生，学生 上阿

8 核子 牧葬 8 学生 上翫l， 
弦子 牧葬

， 
学生，学生，学生 上阿，上阿

10 核子 牧非人，牧葬 ID 

II 核子 牧葬人 II 学生

12 核子 牧弄，牧葬人 12 学生 上阿，上阿

13 牧券政策．被牧弄 13 学生 上阿

14 核子 牧弄人，牧葬，収葬人 14 上阿

15 牧葬人，牧非人，牧葬劫机，牧葬 15 学生，学生

16 牧奔人 16 学生，学生

17 男童 17 

18 核子，核子．筏童， 牧非，牧葬家庭．牧葬 18 学生．学生
＼ 

芦工吐ニ

19, 核子 牧葬 19 

20 男童，核童 牧弄人，収葬申査，被牧非 20 学生，学生，学生

21 核童，弦童，該子 牧葬人，被牧邦，収葬人 21 学生

22 牧葬法律与政策，牧非人 22 

23 核子 23 学生，学生

24 

25 学生，学生．学生

26 学生，学生 9上阿同題

日本語の新聞社説では、同じ言葉より類似した表現が好まれる傾向が見られた。単一の

語彙の反復を避け、テクスト内における表現のバリエーションを豊かにしている。それに

対して、中国語の社説では、同じ言葉の繰り返しが頻繁に行われる傾向にあった。中心的

話題やキーワードが何回も反復されることによって、読み手に強い印象を与えることがで

きると考えられる。また、読み手が内容を読み進んでも、同じ話題のキーワードが出てい

るため、混同することが少なく分かりやすいといった理由も挙げられると考えられる。

5.2 同ー語句•関連語句の機能観点における結果と考察

4.2節で取り上げた『朝日新聞』と『新京報』 20篇ずつの社説における 3回以上の同

ー語句と、「見出し」、「冒頭文」、「末尾文」との関連性の結果は以下の表 7に示す通り

である。

表7 同一語句と社説全体との関連性

朝日新聞 新京報

同ー語句反復総数 161 278 

見出しに反復されている 41(25.47%) 41(14.75%) 

冒頭文に反復されている 44(27.33%) 80(28.78%) 

末尾文に反復されている 31(19.25%) 50(17.99%) 

いずれかに反復されている 83(51.55%) 132(47.48%) 

いずれも反復されていない 78(48.45%) 146(52.52%) 
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表 7から分かるように、まず同ー語句の反復は、「見出し」「冒頭文」「末尾文」のい

ずれかに反復されている割合及びそのいずれにも反復されていない割合は、日中両言語

ともに 5割ほどであり、大きな差異は見られなかった。次に、『朝日新聞』で同ー語句

が、見出し、冒頭文、末尾文に反復される割合はそれぞれ、 25.47%、27.33%、19.25%

であり、さほど変わらない。『新京報』の同一語句が、．見出し、冒頭文、末尾文に反復

される割合はそれぞれ、 14.75%、28.78%、17.99％であり、冒頭文に繰り返される割合

はほかより少々上回っていることが分かる。これは『新京報』の冒頭は出来事や現在の

話題になっていることや関連したニュースを紹介し、中心話題やキーワードが冒頭で反

復されることが多いためであると考えられる。

よく反復される同ー語句は、社説の話題や中心的内容を反映し、見出し、冒頭文及び、

末尾文のいずれかに含まれている場合が多く、社説が何について書かれているのかを端

的に把握することができる。しかし、表7からも分かるように同ー語句の反復のみでは、

社説内容の展開と流れを把握することが不十分だと思われる。関連語句の反復も合わせ

てみていく必要がある。 4.2節で取り上げた文章例 1、文章例 2の分析を通し、関連語

句の反復によって社説の話題の広がり、内容の展開と流れをつかむことが可能であるこ

とが分かった。

論説文では、反復表現の様相が、その文章の話題や主題のありかたを反映しているこ

とが多い。特に、文章中の広い部分にわたって出現する関連語句は、話題の広がりや発

展の方向を示すものが多い（高崎 1990:51)。本稿の社説でもこのような特徴が見られ

た。同一語句の反復により、社説の話題や中心内容がまず予想され、さらに関連語句の

反復により、話題の広がりや内容の展開と流れを把握することができる。このように、

同ー語句や関連語句の反復は、文章・テクストの話題のまとまりと展開の様相を捉える

のに重要な役割を果たしている。

6..おわりに

反復表現は文章・テクストの結束性を保証する重要な手段である。本稿は新聞社説を

資料に、日中両言語における反復表現の形態と機能についての分析を行った。以下にそ

の結果から明らかになった点をまとめる。

①反復表現の形態面では、日中両言語の新聞社説のいずれでも、「同ー語句の反復」

と「関連語句の反復」（同義語、上位語、一般語、共起語）の使用が見られた。同

ー語句の反復は、テクストの中心話題やキーワードが何回も反復されることによっ

て、テクストの内容や書き手の主張を予測させる。また関連語句の反復は、語彙の

単ーを避け、テクスト内における表現のバリエーションを豊かにしている。日中の

相違点として、日本語の社説は「関連語句」のうちの「同義語」を多用する傾向が

見られたのに対し、中国語の社説は「同ー語句」の繰り返しが多かったということ

が挙げられる。

②反復表現の機能面では、同ー語句の反復は、「見出し」「冒頭文」「末尾文」のいず

れかに反復されている割合は日中ともに 5割ほどであり、顕著な差異は見られなか

'った。同ー語句の反復のみでは、社説内容の展開と流れを把握することが不十分で

あり、関連語句の反復も合わせてみていく必要があると痛感した。同ー語句と関連

語句の反復を合わせて分析を行った結果、文章・テクストの話題のまとまりや展開

の様相を捉えることが可能ということが分かった。

今後、さらに分析データを増やし、反復表現と社説全体との関連性を詳しく分析して

いきたい。また、本稿で扱わなかった他の結束手段（指示、接続、省略など）について
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の検討も今後の課題としたい。
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文章例lの反復図

文 航空会社関係 操縦士関係 対策関係 年齢 時間

1 
格安航空会社

LCC 
航空機 乗客 操縦士 増える、不足 問題 拡大

2 LCC 操縦士、操縦
不足 2030年問題欠航事態 日本 40歳、 15-20年後 昨年

＋ 

3 対策 国士交通省 強めた 昨年夏

4 
操縦土、副操
臨十燐再

短期策、期間の短縮 外国人 拡大 年齢上限7-8年

5 
年齢の上限65歳未

満、 68歳未禍
今月下旬

6 
LCC、空のネ 国内の旅行

ットワーク 客訪日客

7 乗客

8 操縦土， LCC 墜落事故 ドイツ
→‘ 

451 

10 機体 副操縦士

11 副操縦士

12 航空会社 全世界

13 航空会社 乗務員 疲労リスク管理
わが国、健康

強化
管狸部朋

14 健康管理 強化

15 
ドイツ機の
車油

健康管理

16 操縦士 不足 中・長期的な対策
私立大学、民

拡充
摺l着南燐関

17 国 技能

18 負担軽減策 学生

19 事態
大学、桜美林

＊同＊学
20 問題 国、学生 技量

21 操縦士 不足 穴埋め

22 事故 国交省



文章例2の反復図
文 北京及びその他の地域 大気汚染 自動車関係 対策関係

I 北京
夭浩，石家

大気汚染 源解析工作 防治
中甫占坤市

工辿生戸，燃
2 大部分城市 汚染来源 煤，拐生，坪境 机劫牢

窄芍中顆粒物

3 北京
杭州，「州，

汚染来源 机劫牢
深訓

4 大勺汚染 源解析工程

,5 燃煤，エ血生
机功牟

芦拐牛環：霜

6 源尖 治理

7 北示 城市 汚染来源 源解析 机劫辛

8 治理 繁雉， 北京市 汽牟 鹿大的保有量

10 机劫牟，牟柄 井不容易
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1l 北京 大勺痰量
机劫牟群体，絣牟，大

数菫相当掠人
岱左．

国匹絣牢，国四重型柴 迭栃，不迭
12 北京市区 氣氣化物 油牟，重型焚辛，不込 両三万輛 栃，更低排

椋重那柴油牟 放栃准

13 北京，北京 汚染程度 小汽牟，重型貨牟 両二万輛，几百万網

14 治理，堵，罰

15 当地衣民
北凩城外，

大焚牟 封堵
周切省伶

16 北京市民 城外 大徴牟 堵

17 北凩 外埠 汚染 机劫牟，牟輛

18 北京市 周辺省市 処罰 超栃牢

19 措施

津痰，年北地
杯保栃准，

20 尽. 区，重点城
汚染，珂

源決 尾気 机劫牟，大焚牟，牢網 治理，控制
油品栃准，

市，重点区域
保，杯保 油品栃准，

国可栃准

挙措，杯保監
21 汽年

枠芍涌管理
生戸栃准 根淮

22 北京，北示 煤何熱屯畑図 移劫畑肉 数万今




